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鰹臓Ⅱ －，〔Ｉ〕Ｗ（１） （１） (A)Ｍ－Ｐ (1)Ｓ－Ｍ (1)Ｓ－Ｐ 
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このようなiii｣|!な変格ｶﾌﾞ)方法によって第２桁以下の椎]ql1式はすべて第１格に
直してみることができる。そして節１格の各式も結局はＡＡＡ式に災約されて
しまうのである。ＥＡＥはＡＡＡについてとくに質を考慮したものとみられる
が，それも大前提と結論を検i):すればただちにＡＡＡに変ってしまう。またＥ
ＩＯも否定の質を換えればＡＩＩとなり，これはＡＡＡについてとくに量を考
えたものとみられるが，結局はＡＡＡに含まれてしまうのである。
＊変格の(I:ﾌﾞﾉは古くスコラの時代に考案されたBarbara,CeIarent,Darii,…..と
いう覚え歌が知られている。これはすべてのIlf式を示し，弟２格以下のものに
ついては|而IIlliに変格の(:|:ﾉﾉを記号で折り込んだものである。しかしこれは記９．
の示す約束が複雑すぎ，またすでに述べたように背理法を持ち込んだためにi１６
門|,し,実際にはそれほど役立たないように`Ｗ>'しる。さらに舷大の不備は正しい
格式を導く継緯，証Iﾘ}が一切欠けている点である。そｊＬを'１，論では、i倒な手続
きをⅡ編uする必要のないiijIﾘ1な仕ﾌﾞjにまとめることを試みた。なおこの覚え歌
は１９とおりの絡式をあげているが，そのうち４つが余計であることについては
すでに_上でti:記したとおりである。
以上のように検討してみると，第１格を除いた他の格式はただ１((ijpl1式として
妥当だというだけのもので，イｌＩｉｍｌ１としては不'11然で考えの実際に合わない。こ
れらの格式がすべて第１格に，しかもＡＡＡ式に還元できるということは，こ
れが舷も自然で，したがって考えとしてはすぐ･れた形とみることができる。そ
れ故にこれらのうち最も愈要なものは第１桁であり，しかもＡＡＡ式（すべて
の判断が全称iDj定の場合）である。その理111は以上でほぼ尽きれているが，そ
れをさらにIﾘＩらかにするためにこの推理式の特徴を検討してみよう。
まず第一に，知識の行きつく先はある事Wjに関してそのすべてについて言わ
れることであるが，そのことを表わすのは全称肯定判断である。そういう結論
をもつのは第１格だけで，しかもiiij提が２つとも全称肯定の場合以外にない。
第二に，第１格では結論の主語と述語は前提においてもそれぞれ主語と述語の
位置にあるところから，推理のI:1然な形を示し，最も考えやすい。第三に，推
理とは未知（経験Ｚｌｌ実）を既知（記憶）と比較して，未知が既知に含まれるか
どうかをみることであり，結論を未知としてｉｉｉI提に既知をiilifいたものである。
大前提は広い既知を表わし，′l､iiiI提はそれより狭い既知を示したものである。
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そのことを普遍と特殊の関係として表わしているのが第１格である。
このように推理とは要するに１つの考えを確かめることであるが，その仕jIIl
をとくに表わせば３つの判断の組み合わせとなるのである。したがって推理式
は任意の判断を３つ組み合わせたものではなく，－まとまりの考えを確かめる
工夫である。そのことを蛾もよく表わしているのが第１格ＡＡＡ式である。他
は３つの判断の組み合わせというUliを強調した結果できたもので，少なくとも
そういう推理式も可能だと言うにすぎない。したがってすでに検討したように，
これらは方･えとしては不'２１然で，すでに古くから第１格を完全なものとみなし，
それ以外を不完全なものとみなす考えﾌﾞjがなされている（アリストテレス，カ
ント等)｡同蚊に述べた基本型はこの第１格ＡＡＡ式にほかならず，以上でIﾘ1ら
かにしたこの椎HI1式の特徴故にこれが雅本とみなされるのである。あるいは逆
に推理の肢も|:1然で，したがって基本となるものを形に表わせば第１格ＡＡＡ
式になるとみることもできる。
以_上でIﾘ]らかになったように，推理のJM;本は第１格のＡＡＡ式であり，した
がってこれによって正しい考えのありﾌﾞﾉを理解することができ，またこれに１１リ
って正しい考えを進めることもできる。
ところでこれは知識の|]的すなわち完全な形を示しているとみることもでき
るから，それに至る過ｲ111として，あるいは椎]ql1の仕組を理解する練習として，
他の格式で表わされている推理文を検討することも意義がないこともない。し
かしその意味で将j､行われている推理文の正誤を確かめる場今には，その推理
文がどの格のどの式にあたるかあるいはあたらないかを知る必要はない。それ
には基本型とそこから導かれる３つの現}''１だけを知っていればよい。文章は実
際には複雑にｉｌﾄﾞかれているのが杵jmであるから，まず結論（主張）とみられる
ものを見つけだし，そしてそのjJIlIIlとして言われているものを探しだす。次に
そこから余計な修辞を除去して大前提・'１，iii提・結論の３つの判断（３つの概
念を含む）の形に終El1する。こうしておいてあとはただ３つの現}|Ｉを１つづつ
あてはめて行き，もし１つでもあてはまらないものが１１}てきたらその推理文は
誤，３つともあてはまれば正，と判定することができる。その推理文が正しい
なら、その結果それは上に述べた１５とおりの格式のどれかにあたるはずで，は
じめから正しい格式のすべてを覚えていてそのどれにあたるかを判定の規準に
する必要はないのである。このﾌﾞﾉ法によれば，どんな複雑な文章でも，それが
いわゆる三段論法の形に直せれば，ただちにその正誤を見分けることができる
のである。
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